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「千葉市バリアフリーマスタープラン」の策定にあたって
千葉市では、平成30年及び令和２年に改正された「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づき、市域全体のバリアフリーに関する方針を明確にし、広くバリアフリーについての考え方を共有するため、多岐にわたる分野の委員で構成された「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会」での審議を経て、この度、「千葉市バリアフリーマスタープラン」を策定する運びとなりました。
近年の人口減少やしょうし超高齢社会の進展という社会構造が変化している今だからこそ、障害の有無などにかかわらず誰しもが平等に社会生活を送ることができるというノーマライゼーションの理念のもと、「共生社会」の実現が求められており、様々な立場の人が支え合い、あらゆる人が心の豊かさや生きがいを感じることができる環境を形成していく必要があります。
そのため、本計画を策定する過程において、持続可能なまちづくり、暮らしやすいまちづくりを目指し、バリアフリー化における優れた取組や課題などを確認し、参考にすべき点、改善点などを整理するため実施した「まち歩き点検ワークショップ」など、行政だけでなく、市民、身体障害、知的障害、精神障害関係団体及び高齢者関係団体のほか企業の皆様などの協力をいただけたことは、今後のバリアフリー化のさらなる促進のための地域一体となった取組に繋がるのではないかと感じております。
千葉市は、多くの地域拠点を抱え、約９８万人もの人が暮らす大都市でありますので、「心のバリアフリー」などのバリアフリーについての考え方の共有には難しさもあると思いますが、ぜひ、先進市として県の中でリーダーシップをとっていただきたいと考えております。
これまで培ってきた連携体制のもと、今後も、誰もがお互いを尊重し合い、様々な立場の人が一体となって、バリアフリー化が進められることを期待しております。
千葉市バリアフリー基本構想推進協議会、会長、藤井たかひろ
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